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【
う
ら
へ
続
く
】

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が

北
海
道
上
空
を
通
過
し
太

平
洋
に
落
下（
29
日
）。「
北

海
道
の
旅
行
中
、
早
朝
に

携
帯
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
入

り
、
起
こ
さ
れ
た
」「
地

下
や
頑
丈
な
建
物
に
避
難

し
て
と
い
う
が
、
何
を
し

て
い
い
の
か
分
か
ら
な
か

っ
た
」「
国
連
安
保
理
が

言
語
道
断
な
行
為
と
強
く

非
難
し
た
。
従
来
の
声
明

　

防
衛
省
は
31
日
、
２
０

１
８
年
度
軍
事
費
の
概
算

要
求
を
決
定
し
ま
し
た
。

総
額
は
５
兆
２
５
５
１
億

円
で
過
去
最
大
。
第
２
次

安
倍
政
権
発
足
後
の
13
年

度
か
ら
６
年
連
続
で
前
年

度
を
上
回
り
、
15
年
度
か

ら
４
年
連
続
で
過
去
最
大

を
更
新
し
て
い
ま
す
。
17

年
度
の
当
初
予
算
比
で

１
３
０
０
億
円
、
２
・
５

％
増
と
高
い
伸
び
で
す
。

　

８
月
17
日
に
行
わ
れ
た

日
米
安
保
協
議
委
員
会

（
２
プ
ラ
ス
２
）
の
共
同

発
表
は
「
日
本
の
役
割
を

拡
大
し
、
防
衛
能
力
を
強

化
さ
せ
る
」
と
明
記
。
こ

う
し
た
対
米
誓
約
に
基
づ

く
大
軍
拡
で
す
。

　

大
幅
に
増
え
た
の
が
北

朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
対

処
を
想
定
し
た
「
ミ
サ
イ

ル
防
衛
」
関
連
経
費
で
、

今
年
度
比
１
１
４
２
億
円

増
の
１
７
９
１
億
円
を
計

軍
事
費
５
兆
２
５
５
１
億
円

  

北
朝
鮮
口
実
に
過
去
最
高

　
　

 　

18
年
度
概
算
要
求

一
、
北
朝
鮮
は
、
本
日
、

国
際
社
会
が
強
く
自
制
を

求
め
て
い
る
も
と
で
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を

強
行
し
た
。
こ
れ
は
、
世

界
と
地
域
の
平
和
と
安
定

に
と
っ
て
の
重
大
な
脅
威

で
あ
り
、
累
次
の
国
連
安

保
理
決
議
な
ど
に
違
反
す

る
暴
挙
で
あ
る
。
通
告
な

し
に
日
本
列
島
の
上
空
を

飛
び
越
え
る
発
射
は
、
き

わ
め
て
危
険
な
行
為
で
あ

る
。
日
本
共
産
党
は
、
厳

し
く
糾
弾
し
、抗
議
す
る
。

　

と
り
わ
け
、
今
回
の
発

射
は
、
米
国
を
含
め
て
国

際
社
会
が
対
話
に
よ
る
解

決
を
模
索
し
て
い
る
も
と

で
、
そ
れ
に
逆
行
す
る
性

格
を
も
つ
行
為
で
あ
る
こ

と
を
、
強
調
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
、
世
界
と
地
域
の
平
和

北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
厳
し
く
抗
議
す
る

―

対
話
に
よ
る
解
決
に
逆
行
す
る
行
為
を
中
止
せ
よ

　
　
　

２
０
１
７
年
８
月
29
日　

日
本
共
産
党
委
員
長　

志
位
和
夫

と
安
定
を
破
壊
し
、
お
び

た
だ
し
い
犠
牲
を
も
た
ら

す
軍
事
衝
突
は
絶
対
に
回

避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
、
重
ね
て
強
調
す

る
。

　

北
朝
鮮
に
対
し
て
、
こ

れ
以
上
の
軍
事
的
な
挑

発
を
中
止
す
る
こ
と
を

厳
重
に
求
め
る
。
国
際
社

会
お
よ
び
関
係
国
に
対
し

て
、
経
済
制
裁
の
厳
格
な

実
施
・
強
化
と
一
体
に
、

対
話
に
よ
る
解
決
の
道
を

粘
り
強
く
追
求
す
る
こ
と

を
、
強
く
要
請
す
る
。

上
し
て
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
問
題
を
口
実
に

し
た
大
軍
拡
で
、「
軍
事

対
軍
事
」
の
悪
循
環
を
加

速
す
る
も
の
で
す
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

連
邦
控
訴
裁
判
所（
高
裁
）

は
21
日
、
２
０
０
３
年
に

国
防
総
省
を
相
手
取
っ
て

起
こ
し
た
「
沖
縄
ジ
ュ
ゴ

ン
訴
訟
」
で
、
沖
縄
県
民

を
含
む
原
告
ら
の
訴
え
を

退
け
た
２
０
１
５
年
の
連

邦
地
裁
判
決
を
覆
し
、
審

理
を
地
裁
に
差
し
戻
す
判

断
を
下
し
ま
し
た
。

　
「
ジ
ュ
ゴ
ン
訴
訟
」
は
、

米
国
外
の
事
業
で
あ
っ
て

も
文
化
財
へ
の
悪
影
響
を

ジュゴン訴訟

原告主張認め地裁差し戻し

　　　米連邦裁判所

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す
る
国
家
歴
史
保
存

法
を
根
拠
に
、
絶
滅
危
惧

種
ジ
ュ
ゴ
ン
を
保
護
す
る

義
務
が
あ
る
と
し
、
辺
野

古
新
基
地
の
工
事
の
一
時

差
し
止
め
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

今
後
、
よ
り
実
質
的

な
審
理
が
不
可
避
と
み
ら

れ
、
工
事
の
進
捗
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

よ
り
も
強
い
対
応
だ
」「
軍

事
衝
突
は
何
と
し
て
も
避

け
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

都
議
会
臨
時
会
が
開

会
。「
小
池
知
事
は
豊
洲

へ
の
早
期
移
転
を
最
優
先

課
題
と
し
た
」「
豊
洲
の

無
害
化
は
達
成
出
来
て
い

な
い
。
都
民
と
の
約
束
違

反
だ
」「
豊
洲
新
市
場
の

建
物
内
に
カ
ビ
が
発
生
し

て
い
た
」「
長
雨
に
よ
る

高
湿
度
が
原
因
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
小
池
知
事
は
、
関
東

大
震
災
で
虐
殺
さ
れ
た
朝

鮮
人
犠
牲
者
追
悼
文
の
送

付
を
取
り
や
め
た
」「
記

者
会
見
で
虐
殺
の
認
識
を

語
ら
な
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

麻
生
副
総
理
が
ヒ
ト

ラ
ー
引
き
合
い
に
問
題

発
言
。「『
い
く
ら
動
機
が

　

東
京
大
学
教
職
員
組
合

と
首
都
圏
大
学
非
常
勤
講

師
組
合
は
23
日
、
厚
労
省

で
会
見
し
、
労
働
契
約
法

か
ら
逸
脱
し
た
「
東
大
ル

ー
ル
」
に
よ
る
パ
ー
ト
教

職
員
の
雇
い
止
め
制
度
を

告
発
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
施
行
の
改

正
労
働
契
約
法
で
は
、
有

期
雇
用
で
あ
っ
て
も
、
５

年
を
超
え
て
継
続
す
れ

ば
無
期
雇
用
に
転
換
で
き

る
「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
東
大
当
局
は
13

年
、
５
３
０
０
人
の
パ
ー

ト
教
職
員
の
契
約
を
５
年

で
い
っ
た
ん
中
断
し
、
６

カ
月
の
空
白
期
間
を
設
定

し
、
再
契
約
す
る
制
度
に

変
更
。
無
期
転
換
で
き
な

い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

当
局
の
職
員
向
け
説
明

資
料
に
は
「
無
期
転
換
ル

ー
ル
と
東
大
ル
ー
ル
は
、

考
え
方
が
異
な
る
」
と
あ

り
、
組
合
は
、
暗
に
違
法

性
を
認
め
た
内
容
だ
と
告

発
。
両
労
組
は
、
東
大
が

労
働
契
約
法
か
ら
逸
脱
し

た
雇
い
止
め
を
お
こ
な
う

深
刻
な
社
会
的
影
響
を
指

摘
し
、
東
大
に
無
期
転
換

の
促
進
へ
の
是
正
を
求
め

て
い
ま
す
。

東
京
大
学

パ
ー
ト
教
職
員
５
年
雇
い
止
め

労
組　

無
期
雇
用
へ
転
換
要
求

英ケンブリッジ大学出版局

中国論文の閲覧制限撤回

「検閲への屈服」との国際的批判受け

　

英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
大
学
出
版
局
は
８
月
18

日
、
中
国
問
題
の
専
門
誌

「
チ
ャ
イ
ナ
・
ク
オ
ー
タ

リ
ー
」
の
う
ち
、
天
安
門

事
件
や
文
化
大
革
命
、
チ

ベ
ッ
ト
、
新
し
ん
き
ょ
う疆
な
ど
の
テ

ー
マ
に
触
れ
た
３
０
０
以

上
の
論
文
に
つ
い
て
、
中

国
国
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ア
ク
セ
ス
制
限
を
求

め
た
中
国
当
局
の
要
求
を

受
け
入
れ
る
と
発
表
。

　

こ
れ
に
、
中
国
問
題

専
門
家
か
ら
「
検
閲
へ
の

譲
歩
」、「
人
権
や
民
族
的

少
数
派
に
対
す
る
中
国
当

局
の
見
解
を
追
認
す
る
も

の
」、「
学
問
の
自
由
よ
り

も
、
利
益
を
優
先
し
た
」

と
の
強
い
批
判
が
出
ま
し

た
。
同
出
版
局
は
21
日
、

正
し
く
て
も
』
と
は
、
ヒ

ト
ラ
ー
に
共
感
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」「
取
り

消
し
で
済
む
問
題
で
は
な

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
獣
医
学
部
認

可
に
文
科
省
の
設
置
審
が

答
申
を
保
留
。「
建
築
費

の
水
増
し
疑
惑
も
浮
上
し

た
」「
事
実
な
ら
森
友
学

園
と
同
じ
構
図
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

青
森
県
沖
で
夜
間
訓
練

中
の
海
自
ヘ
リ
が
墜
落
し

３
人
不
明
。「
護
衛
艦
の

搭
載
機
で
発
着
艦
訓
練
を

し
て
い
た
と
い
う
」「
豪

州
で
の
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ

の
墜
落
事
故
が
脳
裏
を
か

す
め
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ッ
カ
ー
・
ロ
シ
ア
Ｗ

杯
ア
ジ
ア
最
終
予
選
、
日

本
が
２

－

０
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
撃
破
（
31
日
）。

「
初
め
て
勝
て
て
良
か
っ

た
」「
６
大
会
連
続
の
本

大
会
出
場
だ
」「
若
手
選

手
が
大
活
躍
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
世
界

選
手
権
、
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
奥
原
希
望
選
手
が

優
勝
。「
日
本
勢
で
男
女

通
じ
て
初
の
シ
ン
グ
ル
ス

制
覇
だ
」「
世
界
大
会
で
、

レ
ス
リ
ン
グ
、
柔
道
、
卓

球
で
も
若
手
が
活
躍
し
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
最
近
の
雨
は
局
地
的

だ
」「
30
日
の
集
中
豪
雨

は
、
練
馬
↓
新
座
↓
所
沢

と
進
ん
だ
よ
う
だ
」「
清

瀬
や
東
村
山
も
道
路
が

川
に
な
っ
た
」「
突
然
降

り
出
し
た
の
で
、
布
団
を

干
し
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
人

も
い
た
」「
新
座
市
の
柳

瀬
川
で
釣
り
人
が
取
り
残

さ
れ
て
ヘ
リ
で
救
出
さ
れ

た
」

「安倍９条改憲ＮＯ！全国市民アクション」
９・８キック・オフ集会

日時：９月８日（金）１８：３０～
場所：なかのＺＥＲＯ大ホール
主催：戦争させない 1000 人委員会ほか

論
文
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス

制
限
を
解
除
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
同
誌
編
集
長

は
「
国
際
的
な
学
会
か
ら

の
批
判
」
を
受
け
た
方
針

転
換
だ
と
表
明
し
ま
し
た

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
大
雨
、
日
照
不
足
の

影
響
で
野
菜
が
高
騰
し
て

い
る
」「
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど

の
葉
物
に
加
え
、
ト
マ
ト

や
ピ
ー
マ
ン
、キ
ュ
ウ
リ
、

茄
子
が
高
い
」「
妻
が
家

計
に
響
く
と
こ
ぼ
し
て
い

た
」


